
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年度
 

第137回 日商簿記試験対策 
 

ラストスパート模試 

 

 
 

工 業 簿 記・原 価 計 算 

(商業簿記・会計学終了、休憩後開始 制限時間 １時間30分) 
 
 
 
 
 
 
 

(実際の試験では以下の文言が記載されています。) 

受験者への注意事項 

１．答案用紙は、持ち帰りできませんので必ず提出してください。持ち 

帰った場合は失格となり、以後の受験をお断りする場合があります。 

２．答えは定められたところにていねいに書いてください。 

３．答案の記入にあたっては、黒鉛筆または黒シャープペンを使用して 

ください。 

 
 

 

 

 
 
  

受験 
番号 

         
(禁無断転載) 

1 級 －Ⅱ 
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用
紙
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工・原 2 - 1  
 

 工  業  簿  記  

問題（25点） 

第１問 

ＷＪＡＺ工業の横浜工場では、２つの製造部門（第１製造部と第２製造部）と２つの補助部門（動力部と修繕

部）を有し、単一製品Ａを連続生産している。以下の同工場の12月の原価計算関係資料および計算条件にしたが

い、各問に答えなさい。 

[資料] 

１．製造間接費の部門別月次予算データ 

摘  要 合  計 
製造部門 補助部門 

第１製造 第２製造 動  力 修  繕 

第１次集計費（万円） 10,100 4,656 3,254 1,200  990 

動力予定消費量（kwh） 100,000 50,000 40,000 －   10,000 

予定修繕作業時間 600 200 300 100  －  

予定直接作業時間 －  9,500 5,500 －   －  

(注１) 横浜工場では、変動予算のもとで、製造部門ごとに予定配賦率を算定し、直接作業時間基準によ

って、製品に予定配賦を行っている。 

(注２) 補助部門費予算額の関係部門への配賦については、単一基準配賦法および階梯式配賦法を採用し、

補助部門の予定用役提供量の割合で、関係部門に予定配賦している。 

(注３) 階梯式配賦法において、補助部門用役の他部門への提供件数が同数の場合、第１次集計費の多寡を

基準に配賦順位を決定する。 

 

２．当月の生産実績（単位：個） 

第１製造部(第１工程) 第２製造部(第２工程) 

月初仕掛品 10,000 (0.5) 月初仕掛品 15,000 (0.8) 

当月投入 65,000 前工程受入 55,000 

合計 75,000 合計 70,000 

月末仕掛品 20,000 (0.5) 月末仕掛品 10,000 (0.8) 

差引工程完成品 55,000 差引完成品 60,000 

(注１) (  )内の数字は加工進捗度を表す。 

(注２) 原価配分の方法は、先入先出法を採用している。 

 

３．月初仕掛品原価（単位：万円） 

答案用紙に印刷済みである。 

 

４．当月実際製造費用に関するデータ 

摘  要 合  計 
製造部門 補助部門 

第１製造 第２製造 動  力 修  繕 

第１次集計費（万円） 10,177.5 4,580 3,304 1,239  1,054.5 

実際動力消費量（kWh） 93,000 48,000 40,000 －   5,000 

実際修繕作業時間 580 200 300 80  －  

実際直接作業時間 －  9,000 5,250 －   －  

(注) 各部門費の実際発生額の集計にあたり、補助部門費の関係部門への配賦は、単一基準配賦法および階

梯式配賦法を採用し、補助部門の実際用役提供量の割合で、関係部門へ予定配賦している。 

 

問１ 製造間接費の部門別予定配賦率を算定しなさい。なお、補助部門費配賦後の第１製造部門費予算額の60％

および第２製造部門費予算額の50％は固定費であるものとする。  
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商 業 簿 記・会 計 学 

(午前９時開始 制限時間 １時間30分) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
  

解答は、すべて答案用紙に記入して必ず提出してください。

(禁無断転載) 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 2 予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ③ 

 工 業 簿 記  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

第１問 

問１ 

変 動 費 率 固 定 費 率 合 計 

第１製造部  円/時間 円/時間  円/時間 

第２製造部  円/時間 円/時間  円/時間 

問２ 

（1）問１の計算に比べ、第１製造部門費予算額は 万円 （ 増加・減少 ）する。 

（2）問１の計算に比べ、第２製造部門費予算額は 万円 （ 増加・減少 ）する。 

(注)（  ）内は適切な語句を○で囲みなさい。 

問３ 

製造間接費－第１製造部 製造間接費－第２製造部 

第 1 次集計費 (  4,580) 仕掛－第１＊へ振替 (  5,400) 第 1 次集計費 (  3,304) 仕掛－第２＊へ振替 (  4,200)

動力部門費 (    576) 配賦差異 (    200) 動力部門費 (    480) 配賦差異 (    250)

修繕部門費 (    444)  修繕部門費 (    666)  

(  5,600) (  5,600) (  4,450) (  4,450)
 

仕掛製造間接費－第１製造部 仕掛製造間接費－第２製造部 

前月繰越  次工程振替 前月繰越  完 成 品 

 当工程費 (    461)  当工程費 (    200)  前工程費 (  1,350)  前工程費 (    250)

当月製造費用  次月繰越   当工程費 (  1,960)  当工程費 (    576)

 当工程費 (    576)  当工程費 (    576)  当月製造費用  次月繰越 

 (  5,600)  (  5,600)   前工程費 (    576)  前工程費 (    576)

     当工程費 (    576)  当工程費 (    576)

   (  4,450) (  4,450)

＊ 「仕掛－第１」は「仕掛製造間接費－第１製造部」を、「仕掛－第２」は「仕掛製造間接費－第２製造部」
をそれぞれ略したものである。 

問４ 
製造部門費配賦差異 予 算 差 異 操業度差異 

第１製造部  円（ 借方 ）差異 円（ 借方 ）差異 

第２製造部  円（ 借方 ）差異 円（ 借方 ）差異 

補助部門費配賦差異 総 差 異 

動 力 部  円（ 借方 ）差異

修 繕 部  円（ 借方 ）差異

問５ 

(単位：万円) 

    ｘ ＝ ( 1,200 ) ＋ (  
１

６
ｙ  )      ｙ ＝ (   990 )＋ (  

１

10
ｘ  ) 

 

第２問 

① ② ③ 

   

④ ⑤ ⑥ 
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受験 
番号 

         平成26年度 ラストスパート模試・第 2 予想

第137回対策 答案用紙 

 
生年月日 昭・平  .  .  

           

           

 1  級 ④ 

 原 価 計 算  

氏名 
試験地(会議所名) 採 点 欄  

  ×     (ココヲトジル) ×

 

 

 

 

問１ 製品Ａ１個あたりの貢献利益 円 

 

問２ 製品Ａ１個あたりの貢献利益 円 
  

 製品Ｂ１個あたりの貢献利益 円 

 

問３ ⑴ 現有設備で生産するときの製品Ａの年間最適生産販売量  個 
  

 ⑵ 新設備で生産するときの各製品の年間最適生産販売量   
  

 製品Ａ  個 
   

 製品Ｂ  個 
  

 ⑶ 年々の差額キャッシュ・フロー 円 
  

 ⑷ 新設備で製品を生産する案の正味現在価値は  円である。 
  

 よって、新設備で生産すべきで (  ある ・ ない  )。  

 

(注) 正味現在価値がマイナスの場合には、金額の前に「△」を付すこと。また、(    )内は適切

な語句を丸で囲みなさい。 

 

問４ ⑴ 仮に新設備で製品Ａおよび製品Ｂを生産し、その生産能力の上限に達している状況で、 
  

 製品Ａを１個増産するとき製品Ｂを何個減産する必要があるか。  個 
  

 ⑵ 両設備を併用して生産するときの各製品の年間最適生産販売量   
  

 製品Ａ  個 
   

 製品Ｂ  個 
  

 ⑶ 年々の差額キャッシュ・フロー 円 
  

 ⑷ 両設備で製品を生産する案の正味現在価値は  円である。 
  

 よって、両設備で生産すべきで (  ある ・ ない  )。  

 

(注) 正味現在価値がマイナスの場合には、金額の前に「△」を付すこと。また、(    )内は適切

な語句を丸で囲みなさい。 

 

 会    計    学  
 

商・会 3 - 3   

問題 (25点) 

第１問 

次の文章の(   )の中に適切な語句を入れなさい。 

１．(    )とは、貸借対照表日後に発生した事象で、次期以後の財政状態および経営成績に影響を及ぼすも

のであり、重要なものは財務諸表に注記しなければならない。 

２．(    )及び関連会社に対する投資については、原則として持分法を適用する。 

３．有形固定資産の減価償却計算及び記帳を行う方法のうち、個々の資産単位について個別的に行うのではな 

く、耐用年数を異にする多数の異種資産について一括して行う方法を (    ) という。 

４．(    )とは、新株の発行または自己株式の処分に係る費用であり、原則として支出時に費用として処理

するが、繰延資産に計上することも認められている。 

５．工事契約に関して、成果の確実性が認められるためには、工事収益総額、(    )、決算日における工事

進捗度について、信頼性をもって見積ることができなければならない。 

 

第２問 

ＮＳ株式会社の×１年度および×２年度の法人税等として納付すべき額の内訳は、次の資料(単位：千円)のと

おりである。答案用紙に示した税効果会計に関する各項目を記入しなさい。 

なお、法人税等の法定実効税率は×１年度は40％、×２年度は38％として計算すること。 

また、繰延税金資産・負債の流動項目同士および固定項目同士は相殺して表示するものとする。 

 ×１年度 ×２年度 

税引前当期純利益 60,000 70,000 

加算 減価償却費損金算入限度超過額     1,500 6,500 
      貸倒引当金損金算入限度超過額 2,000  1,500 

   未払事業税否認額 5,000  5,500 

   交際費の損金不算入額  800  900 

   償却資産圧縮積立金取崩高      － 300 

    加算計  9,300  14,700 

減算 貸倒引当金認容      －  2,000 

   未払事業税認容      － 5,000 

   償却資産圧縮積立金繰入額     3,000  － 

   受取配当金の益金不算入額      200  300 

    減算計     3,200  7,300 

課税所得     66,100   77,400 

 注１ 貸倒引当金損金算入限度超過額は、売上債権に係るものである。 

２ ×０年度以前において税務申告上の調整項目はなく、また、税金について中間納付はないものとする。 

 
第３問 

 次の資料にもとづき、問１当期末(３月31日)の決算整理前残高試算表および損益計算書を作成するとともに、

問２売買目的有価証券について仮に、総記法によって記帳した場合の勘定記入を行いなさい。 

                     繰 越 試 算 表(前期末)      (単位：千円) 

Ａ 商 品 8,500   

Ｂ 商 品 5,000   

１ 当社はＡ商品、Ｂ商品の２種類の商品を扱っており、Ａ商品は分記法、Ｂ商品は総記法により記帳する。 

  Ａ商品の当期掛け仕入高は 101,500 千円、当期掛け売上高は 140,000 千円(原価率 70％)であり、Ｂ商品の当

期掛け仕入高は 69,000 千円、当期掛け売上高は 100,000 千円(原価率？％)である。 

  Ａ商品の期末商品帳簿棚卸高は ？ 千円、Ｂ商品の期末商品帳簿棚卸高は 14,000 千円である。 

なお、棚卸減耗及び商品の収益性の低下は生じていない。 

２ 売買目的有価証券(移動平均法を採用)について、以下の取引((  )は売却価額を示している。)を行っている。  

 第１回取得(10月１日)  第２回取得(12月１日) 売   却(２月１日) 当期末時価(３月31日) 

単  価 20千円  21千円 (20.9千円) 21.4千円  

数  量 600株  400株 300株 700株  
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３

１
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加
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の

工
程

別
総

合
原

価
計
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と
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定
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入

 

１
．

第
１

製
造
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１
工

程
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価

計
算
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出
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勘
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＞
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工
程
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勘
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＞
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月
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円
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0
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0
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．
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＞
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＞
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＞
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＞
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